
平成19年度施政方針と予算
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私
は
、
ど
ん
な
時
代
に
な
ろ
う

と
も
「
人
」
が
中
心
で
あ
り
、
家

庭
・
集
落
・
地
域
が
健
全
で
あ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
市
・
県
・
国
が

成
り
立
っ
て
い
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

今
、
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
南

あ
わ
じ
市
は
歴
史
的
な
転
換
期
を

2
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第
十
四
回
市
議
会
定
例
会
が
三
月
一
日
に
召
集
さ
れ
、
中
田
勝
久
市
長
が
平
成
十
九
年
度
施
政
方
針

と
予
算
案
を
提
案
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
施
政
方
針
の
全
文
と
予
算
の
詳
細
は
南
あ
わ
じ
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

迎
え
て
お
り
ま
す
。
財
政
再
建
団

体
と
な
っ
た
北
海
道
夕
張
市
で
見

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
行
政
運
営

の
失
敗
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
大

幅
な
減
退
や
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
急

落
を
招
き
ま
す
。
今
後
は
、
過
去

か
ら
の
仕
組
み
や
市
民
と
行
政
の

役
割
を
根
本
的
に
見
直
し
、「
参

画
と
協
働
」「
自
主
自
立
」「
自
助
・

共
助
・
公
助
」
の
理
念
を
浸
透
さ

せ
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
を
構

築
い
た
し
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
に
は
全
国
に
自
慢

で
き
る
「
ふ
る
さ
と
資
源
」
が
数

多
く
あ
り
、
市
民
の
皆
様
と
と
も

に
、
知
恵
を
絞
り
自
ら
行
動
し
、

子
や
孫
た
ち
が
夢
の
持
て
る
施
策

展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
「
熟
慮
断
行
の
年
」

と
位
置
づ
け
、
私
の
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
南
あ
わ
じ

市
の
将
来
の
た
め
苦
渋
の
選
択
と

英
断
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

「 

熟 

慮 

断 

行 

の 

年
」

2007.4.1発行

▲施政方針を述べる中田市長

少
子
対
策

　

そ
の
一
つ
は
、
人
口
減
少
・
少

子
対
策
で
す
。
少
子
対
策
課
を
新

た
に
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
雇

用
・
定
住
対
策
、
結
婚
促
進
、
子

育
て
環
境
の
改
善
、
女
性
の
就
業

環
境
づ
く
り
な
ど
、
戦
略
的
に
総

合
的
な
政
策
を
展
開
し
ま
す
。

防
災
対
策

　

そ
の
二
つ
は
、防
災
対
策
で
す
。

甚
大
な
被
害
の
発
生
が
想
定
さ
れ

る
東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど
の
大

規
模
地
震
対
策
に
つ
い
て
は
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
や
地

域
防
災
力
を
高
め
、
津
波
対
策
や

迅
速
な
情
報
収
集
・
伝
達
シ
ス
テ

ム
な
ど
、
地
震
防
災
対
策
を
強
力

に
推
進
し
ま
す
。

職
及
び
食
づ
く
り

　

そ
の
三
つ
は
、
職
及
び
食
づ
く

り
で
す
。
各
産
業
や
文
化
そ
れ
ぞ

れ
の
独
自
性
と
特
徴
を
伸
ば
し
、

関
係
団
体
の
自
主
的
な
活
動
を
尊

重
し
な
が
ら
夢
・
知
恵
・
元
気
あ

ふ
れ
る
職
及
び
食
づ
く
り
を
す
す

め
ま
す
。
雇
用
を
拡
大
す
る
た
め

企
業
の
誘
致
に
努
力
し
、
生
産
体

制
の
強
化
と
生
産
基
盤
の
整
備
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
特
産
品
の

販
売
戦
略
と
体
験
・
交
流
・
学
習

を
組
み
合
わ
せ
た
総
合
的
な
観
光

産
業
の
発
展
を
め
ざ
し
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
断
行

　

そ
の
四
つ
は
、
行
財
政
改
革
の

断
行
で
す
。
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
社
会
へ
の
突
入
、
政
府
の
各
種

改
革
に
よ
る
負
担
増
大
、
膨
大
な

市
民
か
ら
の
要
望
、
厳
し
い
市
の

財
政
状
況
な
ど
、
数
多
く
の
構
造

的
重
要
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

今
、
私
た
ち
世
代
が
、
痛
み
の

伴
う
行
財
政
改
革
に
真
っ
向
か
ら

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
こ
そ
が
、

将
来
に
向
け
て
健
全
で
持
続
可
能

な
財
政
基
盤
を
創
造
す
る
こ
と
で

あ
り
、
次
世
代
の
子
孫
に
対
す
る

責
務
で
あ
る
と
決
意
を
新
た
に
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
民
の
皆
様
の
深
い

ご
理
解
を
賜
り
、
一
般
行
政
経
費

の
節
減
を
図
り
、「
選
択
と
集
中
」

や
「
自
主
自
立
」
を
旨
と
し
、
積

極
的
か
つ
大
胆
な
行
財
政
の
効
率

化
を
す
す
め
、
行
政
能
力
の
向
上

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
は
地
域
の
宝
!　
　
少
子
対
策
課
を
設
置

施 
政 
方 
針

◆
結
婚
促
進

①
若
者
の
出
会
い
づ
く
り
（
新

規
：
五
十
万
円
。
少
子
対
策

課
）　

若
者
の
グ
ル
ー
プ
づ
く

り
、
出
会
い
づ
く
り
支
援

②
縁
結
び
（
新
規
：
百
万
円
。
少

子
対
策
課
）　

結
婚
相
談
・
仲

人
養
成
等
女
性
団
体
・
百
人
委

員
会
と
連
携
し
た
施
策
の
検

討
、
実
施

③
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
新
規
：

十
五
万
円
。
少
子
対
策
課
）　

市
民
、
企
業
、
団
体
等
と
の
連

携
、
市
民
参
加
に
よ
る
討
論
会

の
開
催

◆
定
住
促
進

①
新
婚
世
帯
家
賃
補
助
（
新
規
：

四
百
八
十
万
円
。
少
子
対
策

課
）　

四
月
以
降
、
市
内
の

五
万
円
以
上
の
民
間
賃
貸
住

宅
に
住
む
新
婚
世
帯
へ
家
賃

補
助
。
月
額
一
万
円
を
上
限
に

最
長
三
年
間
（
そ
の
他
要
件
あ

り
）

②
通
勤
・
通
学
者
交
通
費
助
成（
継

続
：
千
三
百
五
十
八
万
円
。
少

子
対
策
課
）　

高
速
バ
ス
利
用

者
の
交
通
費
補
助
。
通
学
者
30

％
、
通
勤
者
20
％

◆
雇
用
促
進
・
職
場
の
子
育

　
て
環
境
改
善

①
男
女
共
同
参
画
推
進
（
新
規
：

六
十
五
万
円
。
少
子
対
策
課
）

女
性
の
働
く
環
境
改
善
な
ど

②
企
業
誘
致
の
強
化
（
管
財
課
、

商
工
観
光
課
）　

斡
旋
事
業
者

と
の
連
携
強
化

◆
子
育
て
支
援
関
連

①
妊
婦
健
康
診
査
費
助
成
（
拡

充
：
八
百
八
十
二
万
円
。
健
康

課
）　

健
診
料
前
後
期
（
妊
娠

22
週
前
後
）
一
回
ず
つ
補
助
。

一
回
一
万
五
千
円
上
限

②
出
産
祝
金
（
継
続
：
千
六
百
八 

万
円
。
少
子
対
策
課
）　

第
一

子
・
第
二
子
へ
三
万
円
、
第
三

子
以
降
十
万
円

③
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
（
継

続
：
千
百
三
十
六
万
円
。
少
子

対
策
課
）　

就
学
前
の
親
子
を

対
象
に
子
育
て
相
談
、
交
流

会
、
遊
び
の
広
場
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
育
成

④
保
育
料
第
二
子
以
降
無
料
化

（
拡
充
：
一
億
二
千
二
十
八
万

円
。
福
祉
課
）　

就
学
前
三
年

代
（
三
〜
五
歳
）
の
第
二
子
以

降
の
保
育
料
を
無
料
化
（
給
食

費
除
く
）

⑤
在
宅
子
育
て
応
援
事
業
（
新

規
：
二
百
四
十
万
円
。
少
子
対

策
課
）　

三
〜
五
歳
の
在
宅
保

育
に
対
し
一
人
年
額
六
万
円

支
援
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
、

ク
ア
、
プ
ー
ル
等
公
共
施
設
の

年
間
無
料
パ
ス
交
付

⑥
児
童
手
当
の
増
額
（
拡
充
：
約

三
億
八
千
万
円
。
福
祉
課
）　

０
〜
二
歳
児
の
児
童
手
当
を

年
額
十
二
万
円
に
増
額

⑦
乳
幼
児
医
療
費
助
成
金
（
拡

充
：
約
一
億
千
二
百
五
万
円
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
市
の
活
力
を
維
持
し
、
永
続
的
な
発
展
を
目
指
す
た
め
、
少
子
対
策
課
を
新
設
。

職
員
五
人
を
配
置
し
て
、急
激
な
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
政
策
を
総
合
的
に
展
開
し
ま
す
。

　

主
要
事
業
の
予
算
額
は
約
七
億
三
千
五
百
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
カ
ッ
コ
内
は
、
十
九
年
度
予

算
額
と
担
当
課
。

保
険
課
）　

小
学
一
〜
三
年
生

の
拡
充
、
０
〜
小
学
三
年
生
の

入
院
費
無
料
、
０
〜
二
歳
の
通

院
費
無
料
、
三
歳
〜
就
学
前
ま

で
通
院
費
は
七
百
円
を
五
百

円
に
減
免

⑧
入
学
祝
金
（
継
続
：
千
四
十
三 

万
円
。
少
子
対
策
課
）　

小
・

中
学
校
入
学
時
に
一
万
円
を

交
付

⑨
学
童
保
育
拡
充
（
拡
充
：

三
千
四
百
十
万
円
。
少
子
対

策
課
）　

広
田
、
倭
文
、
榎
列
、

松
帆
、北
阿
万
の
運
営
。
八
木
、

福
良
で
開
設
。
小
学
一
〜
三
年

生
児
童
対
象

⑩
放
課
後
子
ど
も
教
室
（
新
規
：

三
百
八
十
一
万
円
。
生
涯
学
習

文
化
振
興
課
）　

子
ど
も
の
活

動
拠
点
を
設
置
し
地
域
と
共

に
事
業
実
施
。
全
児
童
を
対

象
、
五
箇
所
程
度

⑪
わ
ん
ぱ
く
塾
助
成
（
統
合
：

百
万
円
。
生
涯
学
習
文
化
振

興
課
）　

あ
そ
び
塾
、
百
円
塾
、

う
ず
し
お
交
遊
塾
を
統
合

⑫
児
童
館
の
運
営
（
継
続
：
約

千
百
七
十
万
円
。
少
子
対
策

課
）　

児
童
の
健
全
育
成

◆
少
子
対
策
情
報
の
集
約
と

　
発
信

①
少
子
対
策
の
情
報
受
発
信
な
ど

（
新
規
：
二
百
三
十
万
円
。
少

子
対
策
課
）　

冊
子
の
発
行
等

南あわじ市の１年
自然増減

転入 転出
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